
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
日
本
研
究
者
会
議

に
参
加
し

て

デ

ン

マ
ー
ク
の

コ
ペ

ン

ハ
ー
ゲ

ン
大
学

で

一
九
九

四
年

八
月

二
二
日
か
ら

二
六
日

に
か
け

て
開
催

さ
れ

た
第

七
回

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
日
本

研
究
者
会
議

(
E
A
J

S
)

に
参

加
し

た
の
で
、
今

回

は
そ

の
会
議

に

つ
い

て
書

い
て
み
た

い
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
日
本
研
究
者

会
議
は
、

三
年

に

一
度

の
割
合

で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
前

回
、

一
九
九

一
年

に
開

か
れ
た
ベ

ル
リ
ン
大
会

に
は
、
東
西
ド

イ

ッ
を

分

か

つ
壁
が

取
り
壊
さ

れ
た
直
後

と

い
う

こ
と
も

あ

っ
て
、

八
百
名
も

の
研
究
者

や
学
生
が
集
ま

っ
た
。

コ
ペ

ン

ハ
ー
ゲ

ン
で
の
開
催

は
、
ベ

ル
リ
ン
ほ
ど

で

は
な

い
も

の
の
、
参
加
者

は
約

五
百
名
と

い
う
大
規

模
な
国
際
会
議

だ

っ
た
。

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
日
本
学
研
究
者

を
中
心

に
、

ア

メ

リ
カ
、

カ

ナ
ダ
、
ブ

ラ
ジ

ル
な
ど
か
ら

の
参
加
も

あ

り
、

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
日
本
研
究
者
会

議

の
裾
野

の
広
が

金

子

幸

代

り
が
感

じ
ら
れ

た
。
研
究
発
表

の
セ
ク

シ
ョ
ン
は
、

文
学
、
社
会

学
、
歴
史
、
言
語

学
、
思
想
史
、

民
俗

学
、
映
像

、
経
済
、
建
築

な
ど

に
分

か
れ

て
お
り
、

多
角
的

な
角

度

か
ら

日
本

に

つ
い
て
の
研
究
発
表
が

行
わ

れ
て

い
た
。

私

は
、
文

学
部
門

の

「
近
代

日
本
文
学

に
お
け
る

ジ

ェ
ン
ダ
ー
」

の
シ
ソ
ポ

ジ
ウ

ム
の
パ
ネ

ラ
ー
に
な

り
、
鴎
外
文

学

に
お
け

る
女
性
像

に
つ
い
て
の
発
表

を
行

っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

の
パ
ネ

ラ
ー
は
、

日
本

か
ら
参
加

し
た
私

の
他
、

イ
ギ

リ

ス
、

ノ
ル
ウ

ェ
ー
、

カ
ナ
ダ
、

ド
イ

ツ
の
研
究
者
だ

っ
た
。
森
鴎
外

の
他

に
夏
目
漱

石
や
川
端
康
成
、
河
野
多
恵

子
な
ど

の
作

品
が
取

り
上
げ

ら
れ
た
。

五
人

の
パ
ネ

ラ
ー
の
内
、

漱
石

に

つ
い
て
発
表

し

た

ロ
ジ

ド

ン
大
学

の
ド

ッ

ト

・
ス
テ

フ
ァ
ソ
氏
以
外

は
、
河

野
多

恵
子

に

つ
い

て
発
表

し
た
ト

ロ
ン
ト
大
学

の
リ
ビ

ア

・
モ
ネ
さ

ん

を

は
じ

め
、

女
性
研
究
者

で
あ

る
。

司
会

は
ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ
大
学

の

マ
ッ
ク

ス

・
モ
ー
リ

ス
氏
と
ブ

ル
ガ

リ
ア
人
女
性

で
現
在

日
本

で
研
究

を
続
け

て
い
る

ツ

ベ
タ
ナ

・
ク
リ

ス
テ
ィ
バ

さ
ん
と

い
う
組

み
合

わ
せ

で
、
会
議

の
運

営

の

一
翼
を
担

い
活

躍
し

て
い
る
女

性

の
姿
が

目
立

っ
た
。
参
加

し
た
研

究
者

の
半
数
以

上

は
女
性

で
占

め
ら
れ

て
い
た
。

研
究
発
表

で
は
総
じ

て
、
書

か
れ
た
時
代

の
社
会

状
況

に
絡

ま
せ
て
作

品
を
解
明

し
て

い
く
方
法
と
、

記
号
論
的
な
視
点

か
ら
作
品
を
切

り
取

っ
て
行
く
方

法
と

い
う

二

つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
見

ら
れ
た
。

今
回

の
私

の
発
表

は
、
前
者

に
属

し
、

鴎
外
が
生

き
た
時
代

か
ら
作

品
を
読

み
解

い
て

い
こ
う
と
す

る

も

の
だ

っ
た
。
佐
藤
春

夫

は

「
森
鴎
外

の

ロ
マ
ン
チ

シ
ズ

ム
」

の
中

で

「鴎

外

の
留
学
を

も

っ
て
近
代
文

学

の
起
源
乏

し
た

い
」

と
述

べ
て
い
る
が

、

一
八

八
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四
年

か
ら

一
八
八
八
年

に
わ

た
る
鴎
外

の
ド
イ

ッ
留

学
は
、
後
年

の
旺
盛

な
文
学
活
動

に
大

き
な
影
響
を

与

え

て
い
る
。

と
り
わ
け
留
学
中
、

ド
イ

ツ
の
女
性

解

放
運
動

の
先
駆
者

ル
イ

ー
ゼ

・
オ

ッ
ト
ー

瑚
ベ
ー

タ

ー
ス
が
主
宰

す
る

「
ド
イ

ッ
婦
人
会
」

総
集
会

に

鴎
外
が
出
席

し
て

い
た

こ
と

は
看
過

で
き
な

い
。

鴎
外

は
、

一
八
八
五
年

九
月

二
八
日
、

二
九

日
の

二
日
間

に
わ

た
り

「
ド
イ

ッ
婦
人
会
」
総

集
会
を
聴

講
し
た
。
出
席
者

百
人
あ
ま
り

の
内
、

男
性

の
聴
講

者
は
わ
ず

か
十
数

人

で
あ

っ
た
。
鴎
外

は
そ

の
数
少

な

い
男
性
聴
講
者

の

一
人

で
あ
り
、

し
か
も
男
性

の

聴

講
が
許
さ

れ
た

二
日
間
と
も
出
席

し
て

い
る
。
集

会

に
お

い
て
、

ド
イ

ッ
の
女
性

た
ち
が

地
位
向
上

に

向
け

て
積
極
的

に
話

し
合
う
真
摯

な
姿

に
接

し
、
鴎

外

の
女
性
観

は
広
が

り

の
あ

る
も

の
と
な

っ
て
い
く
。

留
学
時
代

の
女
性
解
放
運
動
家

と

の
出
会

い
は
、

帰
国
後
偽

日
本

に
お
け

る
最
初

の
女
性

に
よ

る
団
体

「
青
鞜
」

な
ど

の
女

性
解
放
運

動

を
応
援

す

る
契
機

と
も
な

っ
た
。
鴎
外

は
、
清
水
紫
琴
、

樋

口

一
葉
、

与
謝
野
晶
子

ら

の
文
学

の
才
を
称

え
て
早
く

か
ら
注

目
し

て
い
た
が

、
平
塚
ら

い
て
ふ
に

つ
い
て
も
高

く

評
価

し

て
い
る
。

`

ま

た
、

「
主目
鞜

」

の

一
口貝
だ

っ
た
尾

竹

紅
士
口
が

、

さ
ふ
ら
ん

「
青
鞜
」
を
辞

め
、
「
番
紅

花
」

を
創
刊

す

る
こ
と

に
沸

な

る
と
、
紅
吉

の
頼

み
に
応

じ
、
鴎
外

は
創
刊
号

の

巻

頭

に
随
筆

「
サ

フ
ラ

ン
」
を
執
筆

し
た
。

そ

の
上
、

ほ
ぼ

毎
号

「
海
外
通
信
」

を
寄
稿

し
、
海
外

の
女
性

解

放
運
動
や
女
性
問
題

を
紹
介
し
、
啓
蒙
的

な
役
割

を
果
た
し

て
お
り
、
鴎

外

の
女
性
雑
誌

へ
の
並

々
な

ら
ぬ
肩
入
れ
を
見

る
こ
と
が

で
き

る
。
他
方

、

こ
の

よ
う
な

「
新

し
い
女

た
ち
」
と

の
交
流

は
、

鴎
外
自

身

の
創
作

に
も
反
映

し
、
自
ら

の
意
志

に
よ

っ
て
決

断
し
、
道
を
切

り
拓

い
て

い
く
女
性

を
主

人
公
と
す

る
歴
史
小
説

や
史
伝

を
次

タ
に
執
筆

し
て

い
る
。

発

表

で
は
、
ド

イ

ツ
に
お
け

る
女
性
解
放

の
先
駆

者

で
あ

る

ル
イ
ー
ゼ

・
オ

ッ
ト
ー

睡
ペ
ー

タ
ー
ス
は

ド
イ

ッ
人

に
も
あ

ま
り
知
ら
れ

て
お
ら
ず

、
反
響
が

大
き

か

っ
た
。
ま

た
、
鴎

外
が

随

筆

や

「海

外

通

さ
ふ
ら
ん

信
」

を
寄
稿

し
た
尾
竹

紅
吉

の

「
番
紅
花
」

に

つ
い

て
も
関
心
を
呼

ん
だ
。

時
間

の
関
係

で
発
表

者
相
互

の
討
論

の
時
間
が

ほ

と
ん
ど
と
れ

な
か

っ
た

の
は
残
念
だ

っ
た
が

、

フ

ロ

ア
か
ら

は
他

の
発
表
老

に
対

し
て
も
活
発

な
質
問
や

意
見
が

で
た
。

た
と
え
ぽ
、
漱
石

の

『
こ

こ
ろ
』

に

つ
い

て
、
「
奥

さ

ん
不
在
」

の

「
同
性
愛

」
と
も

受

け
取
れ

る
よ
う
な
先

生
と
私
と

の
密
接

な

つ
な
が
り

は
、
歌
舞
伎

に
見

ら
れ
る
女
形

の
伝
統

の
中
か
ら
読

み
解

け

る
の
で
は
な

い
の
か
と

い
う
具
体

的
な
指
摘

、が
あ

っ
た
。
近
代

文
学
は
阻
治
維
新

か
ら
と
近
世
と

区
分
し

て
考

え
が

ち

で
あ

る
が
、
江
戸

時
代

か
ら

の

地
続
き

で
明
治

の
文
学
作

品
を
と
ら
え

る
こ
と

の
疹

要
性

を
教
え
ら
れ

た
。

ま
た
、

『雪
国
』

の
女
性

像

に

は
川

端

の
女
性

に

対

す
る
憧
れ
と
恐

れ

・
憎
悪

と

い

っ
た
ア

ン
ビ
バ

レ

ン
ト
な
思
考
が
反
映

さ
れ

て
い
る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
指
摘

や
、
河
野
多
恵

子

の

『
ミ
イ
ラ
採

り
猟
奇

譚
』

で
描

か
れ

る
男
性

の

マ
ゾ

ヒ
ズ

ム
は
、

女
性

の

性

を
相

対
化
す

る
た
め

の
装
置
と
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か
と

い

っ
た
指
摘

な
ど
、

い
ず

れ
も
個
別

の

作
家

の
問
題

に
と
ど

ま
ら
ず

近
代

日
本
文
学

に
お
け

る
ジ

ェ
ン
ダ

ー
を
考

え
る
上

で
の
貴
重

な
指

摘
と

い

え
よ
う
。

今

回
は
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
近
現
代
文

学

の
研
究
者

だ
け

で
な
く
、

日
頃
交

流
す

る
機
会

の
少
な

い
古
典

文

学

の
研
究
者

と
も
文

学
研
究
を

め
ぐ

っ
て
じ

っ
く

り
討
議

す

る
機
会
が

も

て
て
勉
強

に
な

っ
た
。
中

で

も

『
御
伽
草
子
』

の
研

究
家
と

し
て
も
著

名
な

パ
リ

大

学
教

授

の
ジ

ャ
ク
リ

ー

ヌ

・
ピ
ジ

ョ
ー
さ

ん

の

「
日
本
人
が

日
本
的

と
考

え

て

い
る
こ
と
が

、
実

は

他

の
国

に
も
あ

る
場
合
が
多

い
」

と

い
う
言
葉
が
心

に
残

っ
た
。
「
日
本
的
」

と

い
う
固
定

観
念

が
、
逆

に
日
本
人

の
研
究

の
視

野
を
狭
く

し
て

い
る
の
で
は

な

い
か
、
と
。

こ
れ
は
古
典
文
学

に
限
ら
ず
、
近
代

文

学

の
研
究

に
お

い
て
も
自
戒

し
な
け
れ
ぽ
な
ら

な

い
点
だ
ろ
う
。
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